
１．はじめに

東京都下南西部の奥多摩を源流とする多摩川両
岸の青梅から神奈川県川崎に至るまでの約40Ｋｍ
は日本の主要電機、エレクトロニクス産業が集中
し20Ｃの日本産業の復興に大きく貢献してきた。
しかし1980年代をピークとしてバブル崩壊ととも
に中国を始めとするアシア諸国の台頭により量産
機種の海外生産シフトを加速し、21Ｃの日本の製
造業の役割とその期待像はソリューションビジネ
スとサービスに変貌を遂げつつある。他方世界第2
位のＧＤＰにまで成長した日本経済は世界3大金融
の中心都市として東京への情報やビジネスの集中
とともに異常なまでに拡大を続けている。
戦後50年を擁して民間の活力により成長してきた

多摩川流域両岸の電機、エレクトロニクス産業地域
一体は今なお各々グローバル企業の中心的な開発エ
ンジニアリングセンターならびに国内外に展開する
製造拠点のマザー工場としてのミッションは増大の
一途にある。この地域には大學群も枚挙に暇が無い。
米国西海岸のシリコンバレー構想は今や世界に

50拠点以上に展開されているし、国内においても
日本列島にテクノサイエンスパークの開発がなさ
れている。しかし世界の代表的ビジネス、金融セ
ンター東京の中心から1時間の指呼に位置しすでに
日本のリーデイング研究センターや工場群を有す
るこの地域一体のポテンシャルを再認識し、「多摩
川流域シリコンリバー」と命名し今こそ産官学連
携により新しい息ぶきを与え21世紀の日本製造業
復権の狼煙をあげることが期待されている。
本文では変貌を遂げる21Ｃの日本製造業の期

待像を明らかにし「多摩川流域シリコンリバー」
コンセプトとそのポテンシャルを詳述しこれか
らの産官学協業の期待を述べる。

２．21世紀と21世紀の日本製造業の姿１）

（１）20世紀の製造業―Japan as No.１への道
戦後の荒廃の中から懸命に産業を立ち上げた製

造業は、すべてが不足していた状態からの出発で
あったため財（Goods）を大量に供給することが
優先する時代であった。憲法で戦争を放棄した国
として、国の防衛軍事力に研究費や優秀な技術者
を振り向ける必要が無く全てが産業に向けられ産
業技術の長足な進歩をとげることとなった。
一国の工学系技術者の第一線級がどの産業に就

職するかがその国の技術力や競争力を大いに左右
することとなる。冷戦構造下の米ソの技術者の第
一線級がこぞって月に有人の人工衛星を送るプロ
ジェクトを通じ軍事競争を繰り返しているうちに
日本は電力、鉄鋼、化学さらに電機、自動車の産
業分野に競って優秀な技術者たちが参入した。

日本人固有の現場作業員の勤勉性と農耕民族
の特性である互助チームワークはボトムアップ
のＱＣサークル活動の成功をもたらし、欧米各
国やいまだ発展途上国であったアジアの各国に
比し圧倒的な品質と生産性の優位性をもたらし
遂に1980年代には“Japan as No１”といわれる
までに発展をとげた。
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図表2.2－1に見られるごとく大手電機メーカー各
社のコーポレートスローガンＣ＆Ｃ（ＮＥＣ），
Ｅ＆Ｅ（東芝）、Ｓ＆Ｓ（富士通）などはいずれ
も各社の象徴的な技術または製品群であり、い
かに自分たちの製品や技術を市場に売り込むか
をイメージする象徴となっている。
この間にアジアとりわけ中国の台頭は品質と

生産性から、安価と大量の局面に移り先進国の
市場はたちまち飽和状態をもたらし”失われた
10年“の1990年代に突入することとなった。

（２）21世紀の製造業の姿
世紀末から21世紀にかけての10年以上にも及

ぶ“死の谷”を潜り抜けている間に新しい潮流
が胎動していた。
一つはインターネットのグローバルな普及で直

ちに世界の人々を個と個で接続すること、ならび
に安価で大量の情報を一気にばら撒くことを可能
にした。通信技術の進歩もさることながら重厚な
ルールを確立しトップダウン方式で展開するので
はなくデフアクトと試行錯誤による横展開方式で
瞬く間に世界的コミュニケイションネットワーク
を確立したことは驚異的な出来事であった。
他の一つは先進国の成熟した社会が消費する大

量なエネルギーと急進する開発途上国の未熟な環
境対策により直ちに地球温暖化や公害を各所にも
たらし2005年２月より実施に入った京都議定書の
世界的公約も各国の利害の狭間で揺れ動いている。
したがって21世紀の製造業の生存しうるフアン

ダメンタルズとして地球環境保護の条件下で、イ
ンターネット環境を駆使することが必須である。
探偵小説家レイモンドチャドラーの有名な台

詞に「強くなければ生きられない.。やさしくな
ければ生きる資格は無い」がある。著者は「ｅ
（インターネット）化しなければ生きられない。
Ｅ（環境）化しなければ生きる資格はない」と
ｅ＆Ｅの時代の到来を主張している。

もう一つの側面は芳醇な商品の質的にも量的に
も満ち足りた社会環境で、20世紀の供給者主導
型から主導権を取り戻した使用者、消費者の欲
求（Wants〕、問題解決〔Solution〕，サービスに
どのように応えられるかが供給者たる製造業に
今求められている時代が到来したということで
あろう。ｅ＆Ｅのフアンダメンタルズに立脚し
Ｓ＆Ｓ（Solution and Services）の大輪を咲かせ
ることが21世紀の製造業の目指すべき道だと思
考する。

（３）ソリューションビジネス
「ソリューションとは解であり、もともと与え
られた方程式を満足する数または函数を言い、
数または函数の組が解のこともあるし、解は常
に存在するとは限らないし数多く存在すること
も有りうる。」（世界百科事典　平凡社、1072）
ソリューションビジネスは顧客が求める問題

解決手段、方法、システムをＩＴベンダーが自
社のハードウエアやパッケージソフトを販売す
る手段として、ＳＥ（システム技術者）をベー
スにさらなる高付加価値サービスを商売とすべ
くビジネスモデル化し多用されだした。従って
ソリューションビジネスは必ずコンピュータシ
ステムや通信ネットワークを包含したものと思
われがちであるが、コンピュータやネットワー
クはあくまで問題解決の有力なツールにすぎな
い。目的はあくまで問題解決であり、その手法
やシステムを考案し、提案し、実証し、評価す
ることである。２）

また顧客の問題認識も明快で手段方法論まで
所有しサプライヤーにそのツールのみ提供を求
める段階から、単なる漠とした願望（Wants）の
レベルで、それを原点としてサプライヤーとの
何回もの討議により問題を明らかになって提案
されたソリューションにより始めて「実はそん
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なものを求めていたのだ」と言わしめる段階ま
でソリューションビジネスは千差万別で全てが
異なると考えなければなるまい。
図表2.2－3にエレクトロニクス産業における製

造装置メーカーから最終の消費者に至る間での
サプライチェインフローを示す。半導体や液晶
パネルを製造するデバイスメーカーはクリーン
ルームの建設提案から操業指導にいたるまでの
ソリューションに対し何をどこまで提案し、自
社で提供しうるものはどこまでかを明確にしな
ければならない。当然のことながらユーザー側
のポテンシャルとサプライヤー側のそれとの
「擦り合わせ」がビジネスのキーであり、またそ
の協調がソリューションの出来栄えとなりユー
ザーの競争力を最も左右することになる。
ユーザーのニーズは同業他社との差別化であ

り「オンリーワン」を求め基本的には全て異な
る解である。他方サプライヤーは全てを提案で
きるものでもないし、当然の事ながら自社のＳ
ＷＯＴ分析を行い提供しうるものとし得ないも
のをユーザーにはっきり示し、自社で対応しえ
ないものに対する代替案を示す必要がある。

また自社で提供するもの又はユーザーと共同
で解決する物（またはサービス）で、全てその
つど対応の新規設計では価値、時間、品質など
で採算が合わない。同種ビジネスを多く手がけ
実績も多くシェアーが高くなると既存ノーハウ
やソフトが充実し新しくユーザーに開発して提
供する範囲が限定されてくる。これはデータや
情報やソフトの蓄積と共に熟達したＳＥをどれ
だけ有しているかにも依存する。ここがソリュ
ーションビジネスの成否の分れ目があり、これ
がサプライヤーの寡占化を進めることとなる。

（４）サービスサイエンスの胎動３）

図表2.2－5は世界の50%以上の労働力を占める

10ヶ国の産業セクター別従事比率を示している。
農業〔第１次〕、製造業（第２次）、サービス
〔第３次〕産業と置換すると発展途上国中国、イ
ンド、インドネシア、ナイジェリヤ、バングラ
デシュなどはいまだ農業に過半の人口が従事し
ているが、先進国米国、日本、ドイツなどはサ
ービス従事者が60～70％を占めている。４）５）

日本のGDPに占める各産業セクターの貢献度
は今世紀に入り第１次産業7.0兆円1.4％，第２次
140兆円27.5％、第３次330兆円64%になっている。
(2003年度GDP534兆円、東洋統計年鑑)

このような世界的市場動向に対応した製造業
の代表格であるIBM社はHDDを日立に、PCを中
国レノボにいち早く売却し現在の売上比率はサ
ービス48％、ハードウエア32%、ソフト16％
〔2004年度〕でかつてのコンピュータ会社はサー
ビス会社に華麗な変身を遂げている。IBM社の
サービスセグメントのカバー領域はシステム構
築、コンサルティング、システムインテグレー
ション、アウトソーシング、メンテナンス、サ
ポートサービスなどを包含している。６）

富士通においても売上構成はソフトサービス
43%（サービス24%、ソフト19%）、プラットフ
オーム〔ハード〕35%、電子デバイス15％であり、
営業利益では全社の70％をソフトサービスがカ
バーするまでに企業体質の転換を図っている。
(同社2004年度年次報告書) 
また製造業において図表2.2－6に示すごとくサ

プライヤーの工場にとどまっている期間よりユ
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ーザーサイトでの操業、リニューアル、解体、
ならびにリプレースと製品やシステムのライフ
が尽きるまでの期間のほうがはるかに長く、ま
たサービスの付加価値も物造りより増加してい
るのである。システムのソフト化は、ハードを
そのままにしてソフトだけ更新することにより
設備の延命化を可能とし更なるサービスの付加
価値増大に向かわせている。
商品のデフアクト化やコスト低減の圧力が強

まっているに比し、サービスは顧客価値の増大
につながる。商品のコスト低減や先進国の直接
作業員の減少が、生産拠点の開発途上国へのシ
フトを加速しているのに比し、サービスは消費
地に付加価値をもたらし知的で熟練を要する作
業を求めている。７）

（5）サービスサイエンスによる産業セクター間
の協業促進

①製造業からサービス産業への貢献
20Cに製造業で築いた品質管理やマネジメント手

法を第３次産業の前進に今までも寄与してきた。た
とえば旅館の従業員やゴルフ場のキャデー、病院の
看護師の集団に製造現場で築き上げたQCサークル
活動は大変効果的で最近のQCサークル大会での活
躍は第３次産業集団と海外の製造業のグループが大
変目立っている。フアーストフードチェイン店やコ
ンビニの経営に製造業の経営論理をもちこむことに
よりサービス界のイノベータとして成功した例も沢
山ある。ノーハウの伝授に時間がかかるなら2007年
度問題でこれから大量に出現するであろう筋金入り
の管理者や技能のリーダーをこの新分野で活躍して
もらえば一石３鳥ぐらいの効果があろう。第３次産
業に限定することは無く１次産業の農業、林業、漁
業などでも十分適応可能である。

②サービス産業から製造業への貢献
倒産した旅館やリゾートの企業再生に名をはせ

る軽井沢温泉の老舗の二世経営者星野リゾートの
星野佳路社長によるとリピーターの客を増やすに
は旅館の畳や露天風呂などハード面での価値は図
表2.2－７に見られるごとく一回目が最高でリピー
トの回数ごとに低下しこれを持ち上げる為には更
にロビーの改装やカーテンを交換するなどの投資
が必要だという。これに比し旅館に客が到着した
ときには｢角さんお待ち申しておりました｣と名前
で呼びかけ、すでに暖めている部屋に案内する。
子供が熱を出したりすると親身で面倒を見る。オ
ムツの準備も怠り無いなどのソフト面の充実はリ
ピートの回数毎にバリューが増え客をとりこにす
るということであろう。ソリューションやサービ
スとなれば人が主役であることから顧客対応やソ
フト面での第３次産業からの製造業の学ぶ分野は
多いはずである。８）

（6）サービスサイエンスへの道
ａ　サービスビジネスモデルの模索
21Ｃがサービスの時代であり、製造業の2.5次

産業化への大きな胎動の中で機器、システムと
サービスの分離、連携、水平、垂直展開に段階
的かつ現実的にどのようなソリューションが開
けるか。とりわけ機器やシステムがデフアクト
化してゆく過程ならびにジャンルにおいて継続
と分断でのバリューチェーンを生み出す知恵が
求められている。

ｂ　サービスに適切な価値評価の確立が必須である。
サービス産業は時代の黎明期から価格競争に

突入している。自分の主治医を価格で選び１年
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毎に更新している人がいるだろうか？

ｃ　サービスコンテンツの「見える化」
高度なサービスには適切な対価が必要である

こと。サービスのコンテンツの「見える化」の
努力がなされること。サービスの価値評価と対
価との関係がデフアクト化されること。この３
点にサプライヤー、ユーザーならびにアカデミ
アの確かな協業の期待がありサービスの産業か
らサイエンスへのルビコン川であろう。

（7）サービスサイエンスへの期待
産業界にとってサービスサイエンスは夢であ

る。20Ｃの製造業におけるサービスは絶えず最
下層にランクされ必死にユーザーとサプライヤ
ーとの狭間で献身的に支えてきたにもかかわら
ず日が当たり報われることはほとんど無かった
といっても過言ではなかろう。21Ｃのサービス
の時代の到来とサービスサイエンスの胎動によ
りサービスに脚光が当たり、新しいテクノロジ
ーの開発に伴う作業環境の変革、新しい価値観
の確立にもとずく確かな経済的評価や社会的地
位の実現がなされるなら産業界にとってそれこ
そ世紀を越える夢の実現であろう。

（8）アカデミアと産業界の協業
現在はサービスサイエンスの用語と概念がグ

ローバルにようやく胎動を始めた揺籃期である
ことからアカデミア先行型で企業として具体的
に何からどの様に手をつけてゆくのか手探りの
状態である。また現実のサービスの実体は従事
しているスタフへの評価やサービスの価値に対
する認知度はおよそサイエンスというコンセプ
トからほど遠い。
しかしインターネットの普及と経済のグロー

バル化はサービスサイエンスの概念により整理
されフアンダメンタルズな技術や手法を促進さ
せることにより製造業のイノベーションのみな
らず産業セクターの壁を打ち破り相互に貢献す
ることも大いに期待されるところである。高邁
な概念と現実の実践現場から遊離することなく
産学連携の実りあるフルーツの獲得が実現する
ことを期待されている。

３．「多摩川流域シリコンリバー」コンセプト
とその期待

米国西海岸のシリコンバレーはエレクトロニ
クスと情報技術の世界のシンクタンクとしての
役割を果たし20世紀から21世紀への世界の産業
の転換に貢献してきた。ソリューションとサー
ビスの製造業は技術と商品の製造業よりも知的
で市場や顧客との協業により更なる深化したも
のを求めている。この21世紀の新しい製造業を
支える地域領域として世界の中心都市東京の近
郊に位置する多摩川流域に2000社に上る多彩な
ハイテク企業群が密集しているゾーンを「シリ
コンリバー」コンセプトとしての提案しその期
待を明らかにする。

（１）シリコンバレーの誕生とグローバル展開 10）

「シリコンバレー」の名前は1971年半導体産業
業界紙マイクロエレクトロニクスニュースの編集
者ドンC.ヘフラーが命名したことに起因している。
サンフランシスコとサンノセ間のR101の両側に延
長30マイルを中心として広がり、折からの半導体
マイクロエレクトロニクス産業の飛躍と共に、70
年代のIC、80年代のパソコン、90年代のインター
ネットといずれの年代もその半ば頃よりシリコン
バレーから世界的な技術革新を巻き起こした。米
国西海岸の成功に刺激され東海岸ボストン近辺の
「ルート128」に飛び火し、この20数年の間に世界
的規模で拡大されている。日本においては九州に
半導体製造工場が1980年以降集中的に建設され
「シリコンアイランド」と称されたが技術センター
はほとんど関東、関西地区に残したままであった
ため頭脳なき「シリコンアイランド」と揶揄され
たこともあった。インドバンガロール、台湾新竹、
中国北京の中閑村などに見られるごとくいずれも
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その国を象徴する質的規模的な拡大を果たし、
今やグローバルにシリコンバレー的拠点が51ヶ
所を数えるまでに発展をしている。

シリコンバレー成功の主要因としてこれら拠点
の中心に少なくとも1つ以上のトップ級の大學を有
していることである。シリコンバレーのスタンフ
オード大、R128にMIT、台湾新竹には国立交通大
學のほか国策としての電子総合技術院の役割が大
きい。中国中閑村は清華大学が君臨している。い
ずれもこれら大学のもつ強力な工学部教授連がス
ピンオフしてベンチャー企業を起こし20世紀を代
表するヒューレットパッカード、インテル、マイ
クロソフト、DECなどの巨大企業にまで発展させ
た。またスタンフオードインダストリーパークに
代表されるがごとくいずれの工学系大学地区に企
業の誘致およびベンチャー企業のインキュベーシ
ョンセンターを設立し技術と産業発展に貢献した。
大学を中心とした新興企業群が地域的に集まり

クラスターが形成されたが、これは工業化時代の
鉄のピッツバーグ、自動車のデトロイトで代表さ
れる工業集積とは著しく異なる特徴を有している。

（２）日本の知的クラスター創生計画
わが国においても知的集積を意図的に形成し

ようとする試みが2002年度から始まっている。
目的は「地方自治体の主体性を重視し知的創造
の拠点たる大学、公的研究機関などを核とした
関連研究機関、研究開発型企業などによる国際
的な競争力のある技術革新のための集積（知的
クラスター）の創造を目指す。」というものであ
り文部科学省が実施地域を選定し、1地域当たり
年間5億円程度の補助金を5年間投入される計画
である。2004年度まですでに18地区がスタート
している。これらの試みは全て地方に新しくこ
れから創生してゆくものである。12）

しかしすでに出来ているクラスターのリニュー
アルと新規ミッションを付加することもより即
効性があり重要である。

（３）シリコンリバーコンセプト
ａ　シリコンリバーコンセプトとその命名
東京都西部30ｋｍの地域に青梅から川崎まで

のこれもほぼ40ｋｍにわたり多摩川が流れてい
るが、この両岸地域一体に主として電機、通信、
エレクトロニクスの開発、製造会社が企業数で
2000社、大手企業の100工場以上が集中し日本最
大のハイテク企業地域を形成している。この地
域は東京に本社を置く日本の電機通信企業が１
～２時間以内の通勤距離内の利便性もあり戦後
の日本経済復興と呼応し1960年代から飛躍的に
拠点の拡大を進めこの40年間に三多摩（西多摩、
北多摩、南多摩）から川崎地区まで多摩川流域
両岸に渡り埋め尽くした。
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著者がこの地域の中心地区に所在する東芝府
中工場に入社時点の設計担当者時代から工場長
に就任するまでほぼ一貫して勤務し、“Japan as
No.1”とまでいわれた日本の製造業全盛期には
シリコンバレーと対比し「シリコンリバー」と
命名し当時欧米や韓国、国交回復直後の中国な
どからの日本詣で連日つめかけて来た視察団の
面々に日本の製造業の強さの源泉がこのシリコ
ンリバーにありと力説していた。

ｂ　林立する大學群
歴史ある国立系では技術の東京工大（大岡山）、
ビジネスの一橋大（国立）エレクトロニクス実
学の電気通信大（調布）をはじめとし津田塾
（国立）、八王子カレッジタウンに40数校、川崎
多摩地区の専修、明治、日本女子大などに至る
まで100校近くも存在し、実業を旨とする大学が
揃っており企業への供給面でも極めて恵まれた
環境である。

ｃ　世界3大ビジネスセンター東京に至近の
ロケーション
ニューヨーク、ロンドン、東京が世界3大証券

取引センターでフアンドと情報とビジネスのグロ
ーバルな拠点に1時間の至近距離に位置する。丸
の内、幕張や東京ビッグサイトでは年中国際展示
会やビジネスショーが開催されているし、成田、
羽田各空港や新幹線への便もいい。日本に来る海
外からのビジネスパーソン達が半日の行動で気軽
に立ち寄れるロケーションがシリコンリバーであ
りこの価値を再認識することが重要である。

ｄ　企業間連携は垂直で、水平連携はほとんど
見られない。
戦後の日本経済発展を支えたのは大企業を中

心とした企業城下町であり大工場と系列取引業
者との強力な協力会が形成されていたが、バブ
ル崩壊と海外への生産シフトの加速に伴い今や
協力会も解散しているところも多い。また工場
技術者の目は本社と東京に向いており連日の多
忙な残業に明け暮れ驚くべき程に地域連携意識
は希薄である。

ｅ　産学連携は中小企業が中心
国公立大学の独立行政法人化に伴い各大学と

も産業界への門戸開放が進みつつあるが、独自
の開発力を持たない中小企業やベンチャー企業
との連携が中心で、大企業傘下の工場や研究所
は学生のリクルート活動以外関心が乏しく本格
的な動きになっていない。

ｆ　シリコンリバーの役割
上述の立地条件からシリコンリバーは日本製

造業の将来像であるソリューションとサービス
サイエンスを志向する条件を全て具備している。
世界のシリコンバレー群のごとくエレクトロニ
クスとITに特化しているのでなく、半導体、ソ
フトセンターは勿論のこと電機、通信、エレベ
ーター、計装、製造装置などに関する研究開発、
技術、試作から量産の全てをカバーし1万人に近
い大企業技術センターから製造、ソフトを支え
る中小企業群、ベンチャーが共存している。欧
米や中国を始めとするアジア地区への製造の海
外シフトに対するマザー工場としての支援機能
や海外研修生のトレーニングセンターとしての
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役割も大きい。
ソリューションとサービスビジネスのKFSは

サプライヤーとユーザーの連携である。大手ユ
ーザーの本社機能は東京に集中しているし日本
国内の製造拠点にはほぼ全て1～2時間のフライ
トで可能である。海外へも韓国、台湾、北京、
上海までは午後のミーテイングを終え日帰りが
できるほどフットワークが恵まれている。ナノ
やバイオなど特化した開発センターなら新興の
知的クラスターで政策的に進めることも可能で
あろうが、歴史と幅とビジネスカルチャーの奥
深いソリューションビジネスとサービスへの対
応はシリコンリバーの骨太の知的クラスターが
新しい時代に向けての変身と変貌を遂げてゆく
ことが唯一の道であろう。11）

g 産学連携の熱い動き13）

親工場詣でを続けておれば仕事が保証された
時代から企業城下町の解体に伴い一転独自路線
を歩むことに余儀なくされた傘下の中小企業経
営者ならびにその二世達の経営塾の開設が今求
められている。著者が工場長時代から親交のあ
ったこれら社長連に要請され2004年度から「む
さし野経営塾」を始めたが、2005年からは電気
通信大学と協賛で企業経営者、系列企業の部課
長に大学院学生たちも加わり産学連携の「技術
経営実践スクール」へと拡大して開講している。
毎月1回土曜日8時間を電通大キャンパスにて経
営総論、IT、ベンチャー金融、管理会計、アイ
デア創出法、産学連携論、マーケテイング、人
材開発、シンポジュームなどのカリキュラムで
12単元1年コースである。講師陣は企業経営者、
大学教授、信用金庫理事長、コンサルタントな

ど実践的で多彩なメンバーにより構成されてい
る。最も危惧されたのは中小企業の経営者から
大学院の学生まで受講生の幅と経験に開きがあ
り講義や討議の焦点が合わせられるかにあった
がそれは危惧に終わった。学生の中にはすでに
ベンチャー企業を起こし2足草鞋で睡眠時間を切
り詰めて企業意欲を燃やしている猛者もおり社
長連がオピニオンリーダーとなりクラスをリー
ドしてくれているが他方学生陣からはフレッシ
ュでユニークな意見が飛び出し双方に刺激され
ながら活気あるクラスが続いている。毎回アフ
ター５は学生が地の利を活かしてアレンジし雰
囲気を変えての昼間の講義の補講や参加企業間
のビジネスの話題も加わってホットな産学連携
が続いており、地域に目線を合わせた経営塾の
有用性と、世代を超えての交流の確かな手ごた
えを実感している。

４．おわりに

シリコンリバー地域の鉄道や道路は東京に向
かって放射状に集中し、トラバースは貧弱であ
る。この地域のビジネス形態や中の住人たちの
志向も全てが“Look East”である。サイエンス
部門のノーベル賞受賞に京都大学出身者が続い
た折東京との対比で学部や研究室を越えての自
由な議論の雰囲気とその機会を持ち易い京都の
「学生はん」を大事にする大学町のインフラの充
実が指摘された。シリコンバレー繁栄の要因の1
つにランチや夜のパーティーを通じて企業を超
越した討議や情報の交換やビジネスチャンスの
獲得などの刺激がユニークな発想や熾烈な競争
意識を盛り立てているという。
東京や横浜にあれだけ多くのホテルが密集し

ているにもかかわらずこの地域にはビジネスホ
テルはあっても本格的なシティーホテルの建設
計画は聞かない。人の交流を促進するインフラ
の充実、警察、消防、ハローワークの連携の域
を超えた企業間交流を許す企業マネジメントの
マインドの変革、中小企業、ベンチャーと共に
大企業工場や研究所も参加した産学連携、日常
の業務に忙殺されるライフスタイルからこの地
域の持つポテンシャルを再認識して企業の枠を
超えた交流を通じて自分の可能性を拡大しよう
とする若き住人たちの意識改革、これらの活動
を促進する地域行政のポイントをついた支援政
策などにより20世紀に構築されたシリコンリバ
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ークラスターを21世紀型にリクリエートし再び
日本の製造業復権の発信基地になることを切望
している。
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